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研究成果の概要（和文）：本研究は、位置情報を利用したサービスを屋内外問わず提供できるようにすることを
目的として「屋内外シームレス位置情報サービスオープンプラットフォーム（以下、本プラットフォーム）の構
築を行った。具体的には、本プラットフォームの利用者となりうる鉄道駅や商業施設、スポーツ施設の関係者と
共に要求仕様を明らかにし、GPSや準天頂衛星、BLEといった位置センサや空間情報基盤、RTKといった測位技術
を適用し、屋内と屋外を意識することなく位置情報を収集・分析・可視化することの有用性を確認した。また、
自治体職員などの方に利用頂き、専門技術を有せず位置情報サービスを提供可能な本プラットフォームの有効性
を確認した。

研究成果の概要（英文）：We developed “Open Platform for Providing Indoor and Outdoor Seamless 
Location-Based Services” in this research. The purpose of this research is to make it possible to 
provide location-based service indoor and outdoor seamlessly.First of all, the requirements were 
clarified together with stakeholders for railway stations, commercial facilities, and sports 
facilities that may be users of this platform. Second, we applied the position sensor such as GPS, 
Quasi-Zenith Satellite, BLE, Geospatial Information Infrastructure, Real-Time Kinematic and so on, 
and confirmed the usefulness of collecting, analyzing and visualizing location information without 
being conscious of indoor and outdoor. Finally, we collaborate with local government officials and 
others, and confirmed the effectiveness of this platform that can provide location information 
service without specialized technology.

研究分野： 総合領域

キーワード： 屋内外シームレス　位置情報　オープン　プラットフォーム　分析　可視化　実証　Real-Time Kinemat
ic

  １版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

 GPS に代表される測位技術はその応用分
野を広げており、緊急通報や子供の見守りな
どの安全安心情報の提供、位置連動型広告に
よる顧客誘導など、位置情報サービス（以下、
LBS）が数多く創出されており、その市場規
模は 2010 年時点で 4,000 億円を超え、急速
に拡大している。一方、スタンフォード大学
の研究チーム(Klepeis NE et al. Journal of 

Exposure Analysis and Environmental 

Epidemiology,2001)の調査によると、人間の
生活行動の 86.9%は屋内で行われている。そ
のため、人間の生活行動に応じて柔軟に LBS

を提供するには、屋外のみならず屋内を含め
た屋内外シームレスな位置情報サービスを
実現することが重要である。 

 GPS 受信機やセンサーから収集された膨
大な位置データや分析結果は、モバイル統計
データとして、個人情報の取り扱いに課題は
あるものの、通信キャリアを中心に第三者へ
の提供が始まっている。例えば、旅行会社は
観光ツアー客の位置データから観光エリア
への流入経路や、利用した交通手段の傾向を
分析し、安心かつ快適に観光を楽しめるプラ
ンを提供している。また、個人での利用も進
んでいる。例えば、ナイキが発売している
Nike+FuelBand はリストバンド型のデバイ
スで、腕に装着することで、活動時間や消費
カロリー、歩数、距離などを計測することが
できる。しかし、モバイル統計データは屋内
空間の行動履歴を収集し、記録することは難
しく、その処理には専門的な技術が必要であ
り、より正確な観光プランの提案やヘルスケ
アなどを行うには、専門的な技術を有せずと
も屋外内シームレスに位置データの収集や
分析、可視化を簡易に実現できる必要がある。 

 

２．研究の目的 

 様々な課題を解決するための位置情報を
利用したサービスが広く普及することを目
的とし、そのサービスを屋内・屋外問わず提
供するために位置情報を収集し、分析し、可
視化することが可能な「屋内外シームレス位
置情報サービスオープンプラットフォーム
（以下、本プラットフォーム）」を構築する。
具体的な目的は以下の 3 つである。 

 

(1) 屋内外シームレスに位置情報サービスを
提供可能にするための要求仕様を明らか
にすること 

(2) 屋内と屋外を意識することなく位置情報
を収集・分析・可視化できることの有用
性を確認すること 

(3) 専門的技術を有せず位置情報サービスを
提供可能な本プラットフォームの有効性
を確認すること 

 

３．研究の方法 

 各年度に研究のゴールを設定し、研究を実
施した。平成 26年度は、1. 様々な屋内外測

位システムに対する位置データの分析とし
て、a.既存の屋内外測位システムの位置デー
タの分析、b.屋内外測位システムによって取
得される新たな位置データについての検討
を実施し、2.屋内外の位置データベースを分
析・可視化する手法の検討として、屋外そし
て、屋内それぞれについて位置データの分析、
可視化手法の検討を行った。また、3.屋内外
シームレス位置情報の分析・可視化手法の確
立のための検討や有用性の確認のためのプ
ロトタイプによる評価などを行なった。そし
て、平成 27 年度には、平成 26 年度に構築す
る本プラットフォームのプロトタイプを対
象に 1.実証実験の計画・設計、2.実証実験場
所を対象としたマップの作成、3.実証実験場
所を対象とした本手法の適用評価を行なっ
た。それらを踏まえ、平成 28 年度には、平
成 27 年度までの成果をもとに、二子玉川地
区および日産スタジアムを含む新横浜公園
において本プラットフォームの実証実験を
行うと共に、その成果を踏まえてプラットフ
ォームの改良を行なった。なお、二子玉川に
はショッピングセンターに無線 LAN や IMES、
BLE といったセンサーが常設されており、日
産スタジアムにも無線 LANと BLEが常設され
ており、それを活用した。 
 
４．研究成果 
 平成 26 年度には、鉄道駅周辺や商業施設
を主な対象として屋内外シームレス測位シ
ステムによる位置データの収集及び管理に
関する要求を明確にすると共に、位置データ
の分析・可視化の手法についての有用性確認
を行った。具体的には、対象とした東京駅や
二子玉川駅などの駅周辺や、いくつかの商業
施設における位置情報サービスに関する需
要をヒアリングおよびアンケートなどで調
査を行い、その上で、必要だと考えられる位
置データの収集および管理に関する要求を
整理した。そして、それをもとに、GPS や無
線 LAN、BLE、IMES に対応した受信機のよう
な測位デバイスを用い、ヒトやモノの位置情
報を取得し、異なる測位デバイスからの一助
方を統一的に扱い、その奇跡を 3次元的に可
視化し、その変化を動的に表示できるように
した。それによって、3 次元的なヒトやモノ
の動きを分析する際の有用性を確認した。 
 次に、平成 27 年度には、鉄道駅周辺や商
業施設を主な対象として屋内外シームレス
測位システムシステムによる位置データの
分析や可視化に関する要求を明確にすると
共に、位置情報サービスに必要な屋内外の地
図データ作成の設計と実証を行なった。具体
的には、対象とした東京駅や二子玉川駅など
の駅周辺やいくつかの商業施設において取
得した位置データを分析すると共に、屋内外
の地図データを施設管理者から提供を受け
たデータと実測により、Open Street Map な
どを用いて 3D地図の作成を行った。そして、
それをもとに、GPSや無線 LAN、BLE、IMESに



対応した測位デバイスを用い、ヒトやモノの
位置情報を取得し、異なる測位デバイスから
の位置情報を統一的に扱い、その軌跡を 3次
元的に可視化した。その上で、それらの情報
を活用した対象地の検索や目的地までの移
動のための実証を行い、屋内外シークレスな
位置情報サービスウィオ提供するためのオ
ープンプラットフォームの有用性を確認し
た。 
 そして、平成 28年度には、GPS と準天頂衛
星による測位信号のみならず、それらを活用
した Real-Time Kinematic（RTK）衛星測位の
手法を導入し、より測位性能を向上させた上
で、BLEおよび IMES といったセンサーを用い
た屋内外シームレス測位を実現した。その上
で、Open Street Map などによる地図を用い
た位置情報サービスのプロトタイピングを
行うと共に、データの分析、可視化を比較的
容易なオープンソースの CARTOを統合するこ
とで、行動な専門的技術を有せずに位置情報
サービスを提供可能なプラットフォームと
して実証を行い、その有用性を確認すること
ができた。また、その利用についてのチュー
トリアルの需要が高かったため、そのための
セミナーとワークショップを行った。その結
果、自治体職員や普段、空間情報を専門とし
ていないような方々にもデータの入力を行
なって頂くことができるようになり、位置情
報を利用したサービス普及に寄与できる成
果を確認することができた。 
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